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巻頭 子育て支援の状況 

～富士見町で育つ子どもたちのために～ 

安心して仕事を続けられます 

未満児保育 

 富士見町では、夫婦共稼ぎなど家庭の事情により、昼間お子さんを見ることができない

ご家庭でも、安心してお子さんを保育所に預けられるよう、未満児保育（３歳未満対象）

を実施しています。 

 また、園児の通園やお迎え時間に応じるため、早朝・延長保育や一時保育も実施してい

ます。 

※一時保育：保育園に就園されていないお子さんを対象として、一時的に託児しています。 

保育園入所状況 

・ 0歳 4人 

・ 1歳 24人 

・ 2歳 29人 

・ 3歳以上 368人 

保育園 未満児保育 早朝保育 延長保育 土曜保育 一時保育 電話 

・ 富士見保育園 ○ 午前7時30分～ 午後4時～6時45分 ○ ○ 62-2422 

・ 西山保育園 ○ 午前7時30分～ 午後4時～6時45分 － ○ 62-4130 

・ 本郷保育園 ○ 午前7時30分～ 午後4時～6時30分 － ○ 62-4316 



・ 落合保育園 － 午前7時45分～ 午後4時～6時30分 － ○ 64-2159 

・ 境保育園 － 午前7時45分～ 午後4時～6時30分 － ○ 62-2602 

お問い合せ先：教育委員会 子ども課 子ども支援係、電話番号：62-9237 

親子ふれあい・情報交換の場 

子育てひろば AiAi 

 子育て親子が気軽につどい、相互に交流を図ることを目的とした【子育てひろばAiAi】

をNPO法人ふじみ子育てネットワークの皆さんに委託し、開設しています。 

 AiAiでは、それぞれの生活リズムで気軽に立ち寄り、思い思いに過ごしていただけます。

また、本年度から最長４時間の一時預かりも実施しています。季節や恵まれた自然環境を

活かし、様々なイベントや講座も開かれています。 

(1) 利用料 無料 

(2) 対象者 未就園児およびその家族 

(3) 場所 富士見町乙事1230番地 町民広場内「研修センター」電話番号：62-5505 

(4) 開設日時 毎週月曜日～金曜日 午前10時～午後3時 （休館日 土・日・祝祭日・お

盆・年末年始・第1月曜日） 

お問い合せ先：子ども課 子ども支援係、電話番号：62-9237 

お子さんが病気の場合でも安心 

病児・病後児保育 

 平成23年4月から富士見高原病院内に病児・病後児保育を開所しました。 

 ここは、病気治療中または病気回復期にある生後6カ月から小学校3年生までのお子さん

を対象に、保護者が就労などで看護できない場合に、看護士と保育士を配置し保育を実施

しているところです。 

(1) 利用にあたって 事前登録や予約、診察などが必要になります。利用料は無料ですが、

診療等は別途料金がかかります。 

(2) 実施日 月曜日～金曜日（土・日・祝日・8月13日～8月16日、12月29日～1月3日を除

く） 

(3) 実施時間 午前8時～午後6時 

(4) その他 食事・おやつはご用意ください。 

お問い合せ先：富士見高原医療福祉センター 富士見高原病院、電話番号：62-3030、教育

委員会 子ども課 子ども支援係、電話番号：62-9237 

病気にならないための「こころ」と「からだ」づくり 

子どもが健やかに成長するためには、「疫病の予防」、「生涯にわたる健康的な生活習慣の確

立」、「親の健康づくり」、そして「こころの健康づくり」が重要です。 

感染症予防による予防接種 

 富士見町では、法律で義務付けられている定期予防接種以外に、県内市町村内でも早期

に「子宮頸がん予防ワクチン接種」を実施してきました。また、「ロタウイルスワクチン予



防接種」のように町独自で補助（上限15,000円）を行っている予防接種もあります。 

お子さんの成長と母親の健康 

 母子保健訪問指導や、保健と医療が連携した育児支援の充実を図っています。富士見町

では、保健師による乳幼児健診から５歳児相談まで、お子さんの成長に合わせた、きめ細

かな育児支援を実施しています。 

お問い合せ先：住民福祉課 保健予防係、電話番号：62-9134 

育児についてお困りの際も安心 

 母親の多くは妊娠・出産・育児のあらゆる場面において、様々な不安や悩みを抱えてい

ます。また、相談相手がいない、子育てに自信がないと感じている家族もいます。このよ

うな方を対象に、育児に関する相談や個別支援を行っています。 

育児教室・家庭訪問 

 すべての新生児・乳児に対して訪問指導や育児相談を行っています。また、乳幼児の成

長・発達に伴う育児に関する相談や、母親を対象とした子育て教室を開いています。 

母子通園施設事業「すくすく広場」の開設 

 落合保育園の空き教室を利用して、心身の発達がゆっくりなお子さんや育てにくさを感

じる保護者の皆さんの悩みに対し、専門スタッフと共に、遊びの中から基本的な生活習慣

や集団生活する力を身につけることを目的としています。静かな環境の中で、ゆっくりと

個別に対応するため、それぞれのお子さんに合った指導を行っています。 

お問い合せ先：教育委員会 子ども課 子ども支援係、電話番号：62-9237 または落合保

育園、電話番号：62-2602 

小学校での教育支援 

学習や学校生活全般をサポート 

 学習支援の一環として必要な学校に教育支援員を配置し、2名体制で授業をサポートして

います。また、特別支援学級に介助員を配置し、子どもたちの学校生活全般をサポートし

ています。 

家庭学習の習慣 

 『家庭学習方法の手引書』を作成し、配付しました。各学年での学習時間の目安や、学

習内容のポイントをわかりやすく説明し、親子で楽しく学習習慣が身に付くよう支援して

います。 

お問い合せ先：教育委員会 子ども課 総務学校教育係、電話番号：62-9235 

償却資産（固定資産税）の申告について 

お問い合せ先：財務課 町税係、電話番号：62-9124 

 富士見町内で事業（工業・商業・農業等）のために用いる償却資産は、土地や家屋と同

様に固定資産の課税対象ですので、償却資産を所有する人は、資産の多少にかかわらず毎



年償却資産の申告が必要です。 

1 償却資産とは 

 事業を営むために使用する構築物・機械・工具・器具・備品など減価償却している物（こ

れらを償却資産といいます）にも土地や家屋と同様に固定資産税が課税されます。 

 償却資産の課税については申告制度（地方税法第383条）がとられています。 

償却資産の具体例 

(1) 構築物 外溝工事（門・塀・フェンス・看板・駐輪場・緑化施設・外灯・駐車場の舗

装路面など）、受変電設備、予備電源設備、屋外の給排水設備、移動できる簡易建物（物

置）、パイプハウス、暗渠排水、農機具庫など 

(2) 機械及び装置 冷凍・冷蔵業用設備、加工・製造機械、ホテル・旅館用設備、コンバ

イン、トラクター、田植機、除雪機、バインダー、管理機など 

(3) 備品 エアコン（ビルドインを除く）、ゴミ置場、室内装飾品、メールボックス、掲示

板、パソコン等ＯＡ機器、キャビネット、事務机、椅子、発電機、冷蔵庫など 

2 申告の方法 

 資産の多少にかかわらず毎年1月1日現在の富士見町内における所有状況を必ず申告して

いただくことになります。 

 法定申告期限は、毎年1月31日です。 

3 償却資産の評価 

 取得価格を基礎として、取得後の経過年数に応ずる価値の減少（減価）を考慮して評価

額を計算し、課税標準額（税額を求める基礎となる額）を決定します。 

 ただし、課税標準額が150万円未満の場合は課税されません。 

※自動車税、軽自動車税の課税対象となっているものは申告の対象にはなりません。 

国保だより 

新しい被保険者証を送付します 

お問い合せ先：住民福祉課 国保年金係、電話番号：62-9111 

 国民健康保険加入者の皆さんが現在使用している被保険者証は、9月末日で有効期限が切

れ、10月1日から新しい被保険者証を使用していただくことになります。 

新しい被保険者証 

(1) 個人ごとにカード化されています。 

(2) 9月末日までに、世帯単位で郵送します。届いたら内容をご確認ください。 

古い被保険者証 

ご自身で裁断するなどして、破棄していただいて結構です。 

または、同封の返信用封筒で返送されるか、直接役場１階２番の窓口へお持ちください。 



(遠)・(学)などの被保険者証 

新たに申請していただく必要があります。お早めに手続きをしてください。 

(1) 対象：学生の方や、仕事などで富士見町から住民票を移されている方で、引き続き富

士見町国保の被保険者証が必要な方 

(2) 窓口：役場１階２番 

(3) 持ち物：(遠)…印鑑、被保険者証 (学)…印鑑、被保険者証、在学証明書（学生証の写

し可） 

※今年４月以降に申請した方は、在学証明書は必要ありません。 

人間ドック補助金のご案内 

 富士見町国保の被保険者が人間ドックを受けられたときは、保険料を滞納していない世

帯の方を対象に健診費用の一部を補助しています。 

・ 補助金額 日帰りドック 15,000円、一泊ドック 30,000円 

・ 申請方法 健診終了後、「人間ドック補助金交付申請書」と「人間ドック補助金請求書」

に必要事項を記載し、領収書（原本）と健診結果（原本）を添付して申請してくださ

い。 

・ 申請の際にお持ちいただくもの 

1. 国民健康保険証 

2. 領収書（原本） 

3. 振込口座のわかるもの（預金通帳など） 

4. 印鑑 

5. 健診結果等報告書（健診データの原本） 

年金だより 

後納制度（国民年金保険料の納付期限の延長）が始まります 

お問い合せ先：国民年金保険料専用ダイヤル、電話番号：0570-011-050、岡谷年金事務所、

電話番号：23-3661 

 国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年間、国民年金保険料を納め 

ていただくことで満額の老齢基礎年金を受給することができます。 

 しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出 

忘れにより国民年金の資格期間がない場合には、将来の年金が少なくなったり、年 

金そのものが受給できなくなってしまうこと（保険料納付や免除等の合計が25年（300 

月）未満の場合）があります。 

 このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され平成24年10月1日から平 

成27年9月30日までの3年間、国民年金保険料を納めることができる期間が過去２年から過

去10年に延長となる後納制度が始まります。 



 ただし、すでに老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんのでご

注意願います。対象の方には本年8月以降、日本年金機構からお知らせが届きますのでご確

認ください。なお、後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき、審査させ

ていただくことになります。審査の結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合

があります。 

 詳しくは、「国民年金保険料専用ダイヤル」または、岡谷年金事務所へお問い合わせくだ

さい。 

こんな紙がごみとして捨てられています 

その他紙として分別し、資源にしましょう！ 

お問い合せ先：建設課 生活環境係、電話番号：62-9114 

その他紙 

・ カレンダー 

・ 紙箱 

・ 菓子箱 

・ 紅茶の袋 

・ 紙芯（やわらかいもの） 

・ 厚紙、台紙（ボール紙） 

・ ティッシュの箱 

・ 包装紙 

・ 印刷物 

・ 広告郵便物（ダイレクトメール） 

・ 封筒 

・ シュレッダーにかけた紙、破れた紙（→紙袋に入れる） 

・ 紙袋 

・ メモ 

・ 画用紙 

これらの紙は燃えるごみに出してください。 

・ 防水加工紙（紙コップ・紙皿など） 

・ 写真 

・ 油紙 

・ 裏カーボン紙・ノーカーボン紙（宅配便の複写伝票など） 

・ 合成紙（プラスチックのような紙） 

・ 感熱紙（ファックス用紙・レシートなど） 

・ 圧着はがき（貼り合わせてあるはがき） 



・ アルミ加工された紙 

・ 硬い紙芯（ラップの芯など） 

・ 匂いのついた紙（石鹸の個別包装紙や洗剤、線香の紙箱など） 

・ アイロンプリント紙 

・ 油や薬品等で汚れた紙 

その他紙として出す時の注意点 

以下のような紙以外のものは取ってください。 

 粘着テープ（セロテープ・ガムテープなど）、クリップファイルの金具、セロファン、プ

ラスチックなど 

まとめて出してください。 

小さな紙は紙袋に入れ、バラけないようにひもで十文字にしばる。 

大きい紙は重ねてひもで十文字にしばる。（ガムテープ・セロテープ等では、とめないでく

ださい） 

資源物収集日にその他紙に出します。 

資源物収集日に出せなかった場合 

・ 平成24年度フリー収集日（資源物）に収集 9月9日（日曜日）、12月9日（日曜日）、平

成25年3月10日（日曜日） 

・ 時間 午前9時～11時 

・ 場所 富士見町役場前駐車場 

緊急情報の試験を行います 

～全国一斉の防災行政無線などを用いた伝達試験～ 

お問い合せ先：総務課 防災・危機管理係、電話番号：62-9326 

 富士見町では、地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（J-ALERT）に

よる国からの緊急情報を、さまざまな情報伝達手段を用いて確実に町民の皆さまへお伝え

するため、町内で緊急情報の伝達試験を行います。 

9月12日（水曜日） 10時00分ごろ 

9月12日（水曜日） 10時30分ごろ 

計2回 

富士見町が、当日実施する試験は次のとおりです。 

情報伝達手段 

・ 防災行政無線の放送 

・ 有線放送 

・ 戸別受信機 

※町内70か所に設置してある防災行政無線から、一斉に放送されます。 



内容 

・ 「これは、試験放送です」3回 

・ 「こちらは、広報ふじみです」 

・ 防災行政無線チャイム 

注）富士見町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。 

※J-ALERT（ジェイ・アラート）とは、地震や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる

緊急情報に対し、人口衛星などを活用して瞬時に情報を伝達するシステムです。 

ふるさとのみなさんへ 東都高原富士見会だより 

渕脇 鶴子（上蔦木出身） 

ふるさとを振り返って 

私の生まれ育ったふるさとは、甲州街道の四十三番目の宿駅「蔦木宿」として繁栄し、重

要な役割を果たしてきました。時は過ぎし、現在はいずこも同じ、少子化や過疎化が進み、 

過ぎし時代の面影が薄れてきました 

 しかし、数年前から「元気を出すぞ！蔦木宿の会」が結成され、様々な施策を講じ、地

域の活性化を進められ、とても元気が感じられます。 

 「蔦木 日暮れて 道三里」と言われるように山間の閑静な、そして何のへんてつもな

い地域でありますが、私にとっては、かけがえのない「ふるさと」です。自然ほど美しく

「心」を和ましてくれるものは、他にありません。 

 幼少のころ、釜無川の河原に咲く「月見草」に感激を覚えました。また、三光寺の花ま

つりや釜無川での川遊び、分教場の庭で幾重にも輪になってダンチョウ節を歌い、夜が更

けるのを忘れ、盆踊りを踊りました。 

 秋まつりには、「青年会による踊り」や若者と最高潮に達する「演芸会」など、想い出は

尽きません。私は高校卒業後、地元に就職し、そのかたわら家の手伝いや青年会の活動な

ど、楽しい日々をこの「ふるさと」で過ごすことができました。昭和34年、転勤により生

まれ育ったふるさとを離れ上京し、平成７年に定年退職しました。その後、関連会社に再

就職し、平成22年に退職しました。 

 ふるさとを離れて50年、年に何度か帰省しますが、いつも変らぬ「ふるさと」がそこに

あります。しかも、毎日の生活の中で「ふるさと」の熱い想い出は、いつでも心に去来し

ています。 

 現在は、千葉県柏市高齢者クラブの一員として、ささやかな趣味に興じて生活していま

す。 想いのままを綴り、失礼いたしました。皆様に支えられ、東都高原富士見会は、と

ても元気です。 

 富士見町の皆様の、益々のご発展をご祈念申し上げます。 



富士見町 教育委員会だより 第 81号 

平成 24 年 9 月 1 日発行、富士見町教育委員会編集、電話番号： 62-9235、

kodomo@town.fujimi.lg.jp 

定例教育委員会 

9 月 13 日（木曜日）午前 9 時 30 分より役場 2 階、教育長応接室、傍聴歓迎！ 

子どもに関するなんでも相談 

月曜日～金曜日 

午前 8:30～午後 5:15、電話番号：62-9233、家庭・教育相談員（鈴木） 

「教育の町」づくり推進事業 好評でした「無料塾」 

 26 名のボランティアの先生方に支えられて開催した無料塾。8 月 1 日～9 日の土日を除

く 7 日間、富士見中 3 年生 78 名（58%）の生徒が無料塾で学びました。受講生の皆さん、

「無料塾」はいかがでしたか？普段の学校とはまた違い、何か新しい発見、気づきに出会

えたでしょうか？教育委員会では、今後もみなさんの要望に応じて、この「無料塾」を継

続していきたいと考えています。ご意見、ご感想等お待ちしています。 

 期間中、ボランティアの先生方には、全くの手弁当にもかかわらず、丁寧に、優しくま

た、時には厳しく、生徒の学習を支えていただきました。毎日のように授業で使うための

教材のプリントを作成したり、授業前、授業後の時間で、生徒に学んでもらいたい内容を

打ち合わせたりと日々、意欲的に授業に取り組んで頂きました。本当にありがとうござい

ました。 

英語 

 1 時間目の英語では、文法の基礎を再確認したり、少し難しい長文問題に挑戦したりしま

した。 

国語 

 2 時間目の国語は、古文では代表的な物語の冒頭部分を暗誦しました。また、長文読解で

は小説又は、説明文のクラスに分かれて学びました。 

数学 

 3 時間目の数学では、計算・関数図形・自由の 3 クラスに分かれ、各分野、それぞれが力

を入れて学びたい問題を中心に学びました。 

講師の先生の言葉 

 「生徒の皆さんが、学ぶ意欲を持って参加してくれたからこそ、私たちも教えることが

できました。ありがとうございます。開講式に教育長から、「みなさんの夢はなんですか？」

という問いかけがありました。生徒の皆さんの「夢」をかなえるためのお手伝いが少しで

もできたらなら嬉しいです。いろいろな経歴を持った先生が集まっている「無料塾」。ここ

で学んだ授業はもちろん、少し横道にそれた雑談もきっと、みなさんのこれからの人生の

中のどこかで役立つことがあると思います。7 日間お疲れ様でした。そしてありがとうござ
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いました。 

諏訪清陵高等学校付属中学校（仮称）学校説明会を富士見町で開催します 

 平成 26 年度に新しく開校する、中南信で初めての公立中高一貫校「諏訪清陵高等学校付

属中学校（仮称）」の学校説明会を、富士見町で開催します。 

・ 日時：10 月 12 日（金曜日） 18 時 30 分～20 時 00 分 

・ 場所：富士見町コミュニティ・プラザ大会議室 

・ 内容：新しい学校の特徴や、入学の方法についてなど ※5、6 月に行われた地域説明

会と同じ内容です。もう少し詳しい内容を聞きたいという方も是非ご参加ください。 

お問い合せ先：長野県諏訪清陵高等学校 中高一貫教育準備室、電話番号：52-0201、富士

見町教育委員会、電話番号：62-9235 

連載 1 「教育の町」豊後高田市視察記 

 この10年間、「学びの21世紀塾」事業を行い、学力向上に対して大きな成果を挙げ、「教

育の町」として全国的に注目されている大分県豊後高田市へ、7月24日から2日間、小林洋

文教育長・三村昌弘富士見中学校長・名取克裕教務主任が視察に出かけました。1日目は豊

後高田市教育委員会、2日目は桂陽小学校、高田中学校を訪問しました。 

市長・教育長が二人三脚で「昭和の町」「教育の町」づくり 

 豊後高田市の河野潔教育長はじめ教育委員会の皆様からは、質問一つ一つに丁寧に答え

て頂き、予定された時間を1時間も超えた懇談をいたしました。その中で、(1)教育行政と学

校現場との密接な連携が浮き彫りとなるとともに、(2)永松博文豊後高田市長の目ざす「教

育と昭和の町づくり」という明確な目標の下、十分な支援を受けて各事業が展開されてい

ることを改めて感じることができました。例えば、(3)本町の「無料塾」にあたる「学びの

21世紀塾」事業では講師に相当額の時給を支払っていたり、(4)町独自で指導主事（授業指

導）が2名いたりするなど、継続的に結果を出し続けるための土台がしっかりとしている点

などです。 

 これら学力向上の事業は、(5)「幼児教育の改革と充実」から始まったことや、(6)各小中

学校を訪れてみて、部活のあり方や教育組織のあり方などが長野とは大きく違うことなど

実際に訪問しなくては判らないことが多くあり、その意味でも大変有意義な訪問であった

と感じます。 

 背景の違いから学力向上の施策をそっくりそのまま導入することは困難であるため、富

士見町には富士見町に合ったやり方を工夫していく必要があるということを学んできまし

た。（富士見中学校・名取克裕） 

＊次号からさらに具体的な視察内容を連載する予定です。 

楽しかった３日間「町少年リーダー養成研修会」 

 8月1日（水曜日）～3日（金曜日）まで、板橋区立少年自然の家八ヶ岳荘で富士見町少年

リーダー養成研修会が行われ、小学生14名、中学生3名、計17名が参加しました。 

 小平育成会長さんから「リーダー養成研修会で、助け合って行事や生活を送り、自分自



身をワンステップ高めてほしい。」と励ましの言葉をいただきました。 

 今年の2泊3日の主な行事は、1日目に「マレットゴルフ大会とキャンプファイヤー」、2日

目に「立場川でのマスつかみ・串焼きと飯盒炊飯」、3日目は「立場川で拾った石に絵を描

くアートチャレンジ」と、どの行事も大自然にたっぷり浸かった、日常の生活では体験で

きないものばかりでした。 

 子どもたちの感想は、「初めて班の人と会った時は仲良くなれるか心配だったけど、班の

みんなとカレー作りで協力しているうちに仲良くできた。あっという間の３日間だった。」 

 お別れの時には「来年も友だちを誘って参加したい。」と来年も参加を希望してくれる子

どもが大半でした。今後、今回参加した17名で「思い出会」を持ち、フライドポテトなど

作って、楽しかった思い出を語ることにしています。来年度も行いますので、たくさん友

だちを誘って参加してください。 

お問い合せ先：生涯学習課 生涯学習公民館係、電話番号：62-7900 

9月 16日(第 3日曜日)は家庭の日 

秋の交通安全週間にあたり、通学路や地域の様子を家族一緒に確かめるなど、家族ひと

りひとりの安全について話し合いましょう。 

編集後記 

多くの方のご協力により無料塾を無事行うことができました。ありがとうございました。

今後とも子どもたちの将来のために取り組んでいきますので、ご支援、ご協力をよろしく

お願いします。（Y） 

Group Life 

 町内にはさまざまなコミュニティがあり、独自の活動をしています。そんな皆さんの活

動やイベントをご紹介するコーナーがグループライフ（仲間との生活）です。 

ウォーキングで身体も心もリフレッシュ 

お問い合せ先：町民センター、電話番号：62-2400 

富士見町地域スポーツクラブ 

新緑の「町民広場ウォーキング・コース」 

 ぜひ、一度歩いてみてください。小川のせせらぎ、旧鉄道跡トンネルなど、癒しのスポ

ット間違いなしです。春は桜・エンレイソウ・スミレ・ニリンソウ、夏は新緑・トリカブ

ト・ワレモコウ、秋は紅葉・オミナエシ・ツルリンドウ・キキョウと、たくさんの花や木

に出会えます。 

井戸尻考古館の古代ハスを訪ねる 

 7 月 14 日（土曜日）早朝ウォーキングが開催され、「井戸尻考古館の古代ハス」を訪ねま

した。広さ 600 平方メートルの田に生える「大賀ハス」たちが、気持ちよく迎えてくれ、

樋口館長からの案内の後、「像鼻杯」の体験もできました。 



「継続は力なり」～自分自身・仲間を信じる力～ 

富士見高校 

 富士見高校野球部はそれほど強いチームではありません。練習試合も勝てず、公式戦も

勝ったことがありませんでした。1 年 2 年のとき、先輩の背中は大きく頼もしげに見えまし

たが、結局試合に勝てませんでした。3 年生となり頼りなげなチームだなあと思っていまし

たが、日増しに力強さを身につけ、みごと一回戦に勝利しました。ほんとうに大きな財産

を手に入れることができました。（ピッチャー 斉藤史哉） 

 春から 1 年生と倉坪新監督が加わって、やっと野の試合ができるようになりました。感

激でした。新チームになってからいろいろなことがありましたが、皆で力を合わせて練習

や試合ができることがうれしかった。一回戦を突破したのは 4 年ぶりでした。校歌を歌っ

ているときほんとうに野球を続けてきたこと、周りの支えがありがたかったことを、かみ

しめました。（主将 中村泰幸） 

子どもたちに「自分の夢」を持ち続けてほしい 

商工会青年部 

お問い合せ先：電話番号：62-6126、ファックス番号：62-5644 

 ９月 17 日（月曜日）に富士見中学校校庭および第２体育館で行われる「キッズスポーツ

フェスティバル」の記者会見が行われました。 

 記者会見当日は、松本山雅ＦＣのアンバサダーで元Ｊリーガーの柿本倫明様、信州ブレ

イブウォリアーズの普及・強化部部長の藤川聡様、原村商工会青年部部長様を迎え、地元

メディアがカメラを構える中、いつもとはちょっと違う雰囲気で会が進みました。 

緊張の面持ちの中でも、この会を迎える二つの団体様の心意気や、主催する我々の「子ど

もたちに夢を持ってもらおう」という気持ちが伝わったと思います。 

 当日、大人の方々は参加できませんが、普段、間近では見られないプロ選手のスーパー

プレイを見られるエキシビジョンや、グッツ販売なども行われます。 

 ぜひとも多くの皆さまにご来場いただき、子どもたちの真剣な姿を見に来ていただけれ

ば幸いです。 

 そしてこれからも、富士見町商工会青年部は「子どもたちに夢を持ってもらえるような

イベント」を、数多く行っていきます。 

 町民の皆さま、これからもご期待ください。 

・ 開催日時 9 月 17 日（月曜日）午後 2 時～ 

・ 場所 富士見中学校校庭および第 2 体育館 

柔軟性・多様性をもった地域の創意工夫に学ぶ 

「私たちの食育活動」 

 「健康ふじみ 21」栄養食生活推進委員 JA 信州諏訪では、皆さまが安全に、かつ心豊か

に生活できる地域社会を創造するという使命を認識し、様々な地域活動に取り組んでいま

す。その取り組みの一つに「食農教育」があります。 



 次世代を担う子供たちが、食料を生産する「農」の役割や重要性を理解・体験すること

で「食」と「農」のつながりを学びます。 

 地域生産地域消費による親子料理教室と、富士見小学校の田植え、稲刈り、脱穀による

食農教育を紹介します。 

・ 親子で料理を作り、味わうことで地域の食文化と農業の大切さを学び、地元食材を生

かした 6 品を作り、昼食を楽しみました。 

・ 田植えを初めて経験する児童も多く、ぬかるんだ泥に足をとられたり、つらい体制に

なったりと、「農業の大変さ」を実感していました。児童にとっては「秋の収穫が楽し

み」と良い経験となりました。 

・ 手で刈った稲をプールのフェンスに干し、乾燥後に足踏み脱穀機で脱穀を行いました。 

くらしの情報 

おしらせ 

平成 24年度就業構造基本調査の実施 

 総務省が所管する統計調査「平成 24 年度就業構造基本調査」（10 月１日現在）を実施し

ます。 

 就学構造基本調査は、就業・不就業の状態を調査し、全国的および地域別の就業構造に

関する基礎資料を得ることを目的にしています。 

 富士見町の調査対象地域は総務大臣の定める方法により、富士見台、上蔦木、若宮、先

達区が対象地区となり、その中で抽出された住戸に居住する 15 歳以上の世帯員全員が対象

となります。 

 調査員は長野県知事によって任命された者であり、厳格な守秘義務が課せられています。

調査中は、知事の発行した顔写真付きの調査員証を必ず携帯しています。また、調査員は

各戸を訪問し、調査票の記入のお願い（９月中旬～下旬）や、ご記入いただいた調査票の

回収および点検（10 月上旬～中旬）等の職務を受け持ちます。 

 皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

お問い合せ先：総務課 企画統計係、電話番号：62-9332 

Ｃ型肝炎特別措置法に基づく給付金の請求期限 

出産や手術の時に大量出血をして、特定の血液製剤を投与された結果、Ｃ型肝炎ウイルス

に感染された方に対する、法に規定された給付金の請求期限が、平成 25 年 1 月 15 日まで

となっています。 

※給付金の支給を受けるためには、請求手続きを期限までに行う必要がありますので、ご

注意ください。 

 詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧いただくか、相談窓口までお問い合わせく

ださい。 



お問い合せ先：厚生労働省相談窓口、電話番号：0120-509-002、住民福祉課 保健予防係、

電話番号：62-9134 

「安全な暮らしのために」～製品事故を防止しましょう～ 

 新しい製品が次々と生まれ、私たちの生活は大変便利になっています。しかし、それに

伴い、製品に関する事故が増加・多様化してきていることも事実です。事故の原因で最も

多いのは、使用者の誤った使い方や不注意によるものです。便利な製品があふれている現

代では、製品の安全性に対する過信や危険性への意識低下があるのではないでしょうか。 

 今一度、普段何気なく使用している製品にも、危険が潜んでいるということを思い出し、

事故を未然に防ぎましょう。 

キッチン・ダイニング 

・ 揚げ物調理中など、火の使用中はその場を離れない。 

・ コンロの周りに燃えやすい物を置かない。 

・ カセットボンベなどのスプレー缶のガス抜きは屋外で。 

・ ガスの湯沸器を使用する時は、換気を忘れずに。 

浴室 

・ お風呂を沸かす前に、水が入っているか確認を。 

リビング・寝室 

・ たこ足配線は止める。 

・ トラッキング現象を防ぐため、こまめにプラグの掃除を。 

・ 電化製品などの長時間の使用には注意する。 

 何か少しでも異常を感じたら、その製品の使用を直ちに止めて、販売店またはメーカー

に相談することをお勧めします。今後も製品を正しく使用し、製品事故発生の防止に努め

ましょう。 

お問い合せ先：消防課 予防係、電話番号：61-0119 

「すわよう祭」一般公開 

 「未来へ向かってステップをふみだそう！ ～さあ、はじめよう！50 年目のすわよう！

～」をテーマに、諏訪養護学校で「すわよう祭」が開催されます。皆様、お気軽にお出か

けください。 

日時 

10 月 6 日（土曜日） 午前 9 時 30 分〜午後 2 時 30 分 

場所 

 諏訪養護学校 

内容 

 生徒の作品展示・手作り作品のバザー・模擬店など 

※車の駐車は学校校庭、エプソン第３駐車場をご利用ください。（エプソン第３駐車場～学

校間はシャトルバスで送迎） 



お問い合せ先：長野県諏訪養護学校、電話番号：62-5600 

秋の全国交通安全運動 

期間 9 月 21 日（金曜日）～9 月 30 日（日曜日） 

 夕暮れ時から夜間にかけて、自宅近くで交通事故にあう方が増えています。 

 「ちょっと、そこまで。」と近所に出かける時も、反射材などをつけて出かけましょう。 

スローガン 

 信濃路は ゆとりの笑顔と ゆずりあい 

運動の基本 

 子どもと高齢者の交通事故防止 

運動の重点 

・ 歩行、横断中の交通事故防止 

・ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止（特に反射材用品等の着用の

推 進及び、自転車前照灯の点灯の徹底） 

・ 全ての座席の、シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

・ 飲酒運転の根絶 

お問い合せ先：建設課 都市計画管理係、電話番号：62-9216 

相談・教室・募集 

特設人権相談 

 諏訪人権擁護委員協議会による人権擁護活動の一環として、「特設人権相談所」が開設さ

れます。毎日の暮らしの中で起こる様々な問題、「いじめ・不登校・家庭内問題・悩みごと」

など何でもご相談ください。 

 予約は不要、相談は無料で秘密は守られます。 

日時 

10 月 4 日（木曜日） 午前 10 時～午後３時まで 

会場 

コミュニティ・プラザ 

お問い合せ先：諏訪人権擁護委員協議会事務局、電話番号：52-0583、または長野地方法務

局諏訪支局、電話番号：52-2440 

多重債務者無料相談 

 借金問題で、一人で悩んでいませんか？弁護士・司法書士による多重債務者無料相談会

が開催されます。 

 借金でお困りの方は、この機会に相談窓口へお出かけください。相談は無料で秘密は守

られます。 

面接相談 

 予約制で行いますので、事前に面接予約の電話をお願いします。 



日時 

 9 月 12 日（水曜日） 午前 10 時〜午後 5 時 

会場 

 松本消費生活センター 

予約 

・ 電話番号 0263-35-1556 

・ 受付期間 8 月 27 日～9 月 11 日（土日を除く） 

・ 受付時間 午前 8 時 30 分～午後５時 

その他 

 借入の状況が分かる契約書類や、返済の状況が分かる預金通帳、または振込み明細書な

どを持参してください。 

電話相談 

随時受付（予約は不要） 

お問い合せ先：松本消費生活センター、電話番号： 0263-35-1556 

県下一斉司法書士 無料法律相談 

10 月１日は「法の日」です。この法の日を中心に、長野県司法書士会による「司法書士無

料法律相談」が開催されます。相談は無料で秘密は守られます。 

日時 

10 月１日（月曜日） 午後５時〜午後７時 

場所 

 富士見グリーンカルチャーセンター 

相談内容 

 不動産の登記・クレジットやサラ金等の多重債務・相続・悪質商法被害など 

※予約は不要です 

お問い合せ先：植松司法書士、電話番号： 61-2077 

第 27回富士見町民マレットゴルフ大会参加者 

日時 

 9 月 15 日（土曜日）（受付） 午前 8 時〜午前 8 時 30 分 

会場 

町民広場マレットゴルフ場 

参加資格 

町内在住の方 

申し込み 

 大会当日に会場で受付 

お問い合せ先：生涯学習課 社会体育係、電話番号： 62-2400 



ウォーキング教室参加者 

 ウォーキングのスペシャリスト、酒井浩文さんによる教室が開催されます。 

期日 

 10 月 28 日（日曜日） 

場所 

 海洋センター 

酒井浩文さん 

長野県出身・下伊那農業高校・国士舘大学・88 ソウルオリンピック 20 ㎞競歩・91、94 世

界選手権・89、91 ワールドカップ・89 アジア選手権優勝・90 アジア大会 2 位 

※現在は国士舘大学陸上競技部競歩コーチやウォーキング、ランニングの指導にあたって

います。 

お問い合せ先：地域スポーツクラブ事務局、電話番号： 62-6126、または生涯学習課 社

会体育係、電話番号： 62-2400 

遊覧カートで小旅行～初秋の富士見高原を楽しむ～ 

 標高 1,420ｍの雲上まで遊覧カートに乗り、富士山、北岳、奥穂高岳の日本三大高峰を望 

む絶景を楽しみませんか？ 

 不動清水、盃流しまでの森林ウォーキング等も同時開催します。 

日時 

 9 月 22 日（土曜日）午前 9 時 45 分～午後 2 時 30 分 

集合場所 

 八峯苑鹿の湯 駐車場（午前 9 時 45 分） 

コース 

 八峯苑鹿の湯 駐車場～創造の森（遊覧カート）～不動清水～盃流し～創造の森（遊覧

カート）～八峯苑鹿の湯 駐車場 

対象 

 どなたでも参加可能（中学生以下は保護者同伴） 

定員 

24 名 

参加費 

 会員 1,000 円 

 会員外 1,500 円（大人・子供同一） 

持ち物 

 お弁当・飲み物・雨具・帽子・カメラなど 

申込期限 

 9 月 20 日（木曜日）まで 

※申込時に連絡先をお伝えください。 



※悪天候により中止の場合は、電話連絡が入ります。 

お問い合せ先：地域スポーツクラブ事務局、電話番号： 62-6126、または生涯学習課 社

会体育係、電話番号： 62-2400 

介護マーク普及協力事業所 

 高齢者や障がいをお持ちの方などの介護をする人を、地域で見守る「やさしい社会」づ

くりを進めるため、介護マークの普及を推進しています。その一環として普及活動に協力

していただける「介護マーク普及協力事業所」を募集しています。 

応募資格 

 「介護マーク」の趣旨を理解し、普及活動への協力が可能な事業所など（事業者団体と

しての応募も可能です） 

普及活動の例 

(1) 店舗等において、介護者へ介護マークカードの貸出しを行うこと。 

(2) 店舗や事業所等へポスターを掲示したり、チラシを置いたりしてＰＲすること。 

(3) 事業所の職員等へ介護マークの趣旨を周知すること。 

応募方法 

(1) 介護マーク普及協力事業所登録申出書に必要事項を記載し、健康長寿課介護支援室あて

に１部ご提出ください。 

(2) 要綱及び応募様式は、長野県ホームページからダウンロードできます。  

http://www.pref.nagano.lg.jp/syakai/koufuku/mark/jigyosyobosyu.htm 

お問い合せ先：県庁 健康長寿課 介護支援室、電話番号： 026-235-7111 

第 20回みんなのがん教室 

 諏訪赤十字病院では、地域がん診療連携拠点病院として、がんに対する一般的な知識を

広く皆様に情報提供するため「みんなのがん教室」が開催されます。 

日時 

 9 月 21 日（金曜日）午後 3 時〜午後 4 時 30 分 

場所 

 諏訪赤十字病院 2 階研修センター 

テーマ 

 長野県の「がん」の現状と対策 ～がん予防 12 ヶ条とがん検診のすすめ～ 

講師 

 諏訪保健福祉事務所 健康づくり支援課 保健師 金本直子先生 

参加費 

 無料（申込不要） 

お問い合せ先：諏訪赤十字病院がん相談支援センター、電話番号： 57-7502 

ＪＩＣＡボランティア説明会 

 独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）では、途上国の人たちと共に様々な課題の解決



に取り組むボランティアを募集しています。 

 10 月 6 日（土曜日）から 10 月 20 日（土曜日）の間、県内３会場（長野市・松本市・上

田市）にて「募集説明会と体験談」が行われます。 

 参加は無料ですので、お気軽にご参加ください 

お問い合せ先：ＪＩＣＡ駒ヶ根青年海外協力隊訓練所、電話番号： 0265-82-6151 

こんにちは 地域包括支援センターです 

お問い合せ先：地域包括支援センター、電話番号：62-8200 

噛む効果 

 おいしく食べられることは、いきいきとした生活を送るうえでとても大切なことです。 

 口腔機能も手足の機能と同じように、使わないと衰えてしまいます。年を取ると咀嚼力

が低下し、柔らかいものを好むようになり、よく噛まずに飲み込む傾向があります。よく

噛まずに食べていると、満足に食べられなくなり、栄養が足りなくなってきます。歯茎も

痩せて入れ歯が合わなくなり、更に食べられなくなって体力や筋力が低下してしまう恐れ

があります。 

 よく噛んで口の機能を保つことは、寝たきりの予防にもつながります。また、よく噛む

ことは脳の働きを活発にし、認知症の予防にもなると言われています。１口に 30 回は噛む

よう意識してみましょう。歯や入れ歯の不具合（上手く噛めない、上下が合わない、外れ

やすい、など）があれば歯科医院に相談しましょう。 

 地域包括支援センターでは 10 月から、口腔機能が低下している方を対象に、健口クラブ

を開催します。歯科医師や歯科衛生士と直接向かい合って相談をしたり、指導を受けるこ

とができます。 

(1) 半年前に比べて、固い物が食べにくくなった？ 

(2) お茶や汁物等で、むせることがある？ 

(3) 口の渇きが気になる？ 

 (1)～(3)のうち当てはまる項目が２つ以上ある場合は、口の機能が低下している可能性が

あるため、健口クラブへの参加をお勧めします。 

 参加を希望される方は、9 月 14 日までに地域包括支援センター（電話番号：62-8200）

にご連絡ください。 

 

 

健康ふじみ 21 いきいき通信 

― 富士見町健康づくり計画「健康ふじみ 21」を推進しています ― 



お問い合せ先：住民福祉課 保健予防係、電話番号：62-9134 

9月は「がん征圧月間」です 

 がんは、昭和 56 年以来日本人の死因のトップの座にあり続けており、「日本人の２人に

１人は、がんになり、３人に１人は、がんで亡くなる（死因の 1/3 ががんである）状況であ

り、2015 年には日本人の３人に２人は、がんになり、２人に１人は、がんで亡くなる」 

と言われています。 

 がんは、自覚症状が現れてからでは治療も困難になることが多くなるため、がんを小さ

いうちに見つけることで、早期に治療することができれば生存率も高くなります。 

 そこで、次のような症状があったら、直ちに専門医を受診しましょう。 

・ 胃 胃の具合が悪く、食欲がなく、好みが変わった 

・ 子宮 おりものや、不正出血がある 

・ 乳房 乳房の中にシコリがある 

・ 食道 飲み込む時に、つかえることがある 

・ 大腸 便に血や粘液が混じっている 

・ 肺 咳が続いたり、痰に血が混じったりする 

・ 咽頭 声がかすれたりする 

・ 舌・皮膚 治りにくい潰瘍がある 

・ 腎臓・膀胱・前立腺 尿の出が悪かったり、血が混じったりする 

 がんは細胞のイレギュラー的増殖が起こるやっかいな病気であり、他の多くの病気と異

なり根本的な解決法や根治法が見つかっていない病気です。したがって、早期発見が重要

となります。 

親と子の健康ガイド 9月（9月 11日～10月 10日） 

健康診査・予防接種 

会場 

保健センター 

 

事業名 対象児 期日 集合時間 

・ 4 ヵ月児健診 平成 24 年 5 月生まれ 9 月 28 日（金曜日） 午後 1 時 

・ 7 ヵ月児健診 平成 24 年 2 月生まれ 10 月 2 日（火曜日） 午後 1 時 

・ 10 ヵ月児健診 平成 23 年 11 月生まれ 10 月 2 日（火曜日） 午後 1 時 40 分 

・ 1 歳 6 ヵ月児健診 平成 23 年 1 月～2 月生まれ 9 月 11 日（火曜日） 午後 1 時 

・ 2 歳児健診 平成 22 年 7 月～8 月生まれ 9 月 19 日（水曜日） 午後 1 時 

・ BCG 平成 24 年 4 月 5 日～平成 24 年 7 月 6 日生まれ 10 月 5 日（金曜日） 午後 1

時 30 分 



・ 3 種混合 生後 6 ヵ月～7 歳 6 ヵ月 9 月 13 日（木曜日）、10 月 4 日（木曜日） 午

後 1 時 15 分～1 時 50 分（受付） 

相談・教室 

事業名 期日 受付時間 会場 

・ 乳幼児相談 9 月 25 日（火曜日） 午前 9 時 30 分～10 時 30 分 保健センター 

お問い合せ先：住民福祉課 保健予防係、電話番号：62-9134 

健康ふじみ 21 歯の健康推進チームだより 

教えて！知って得する歯の健康マメ知識（25） 

今回は、歯肉で気になることを歯科医師に聞いてみました。 

Q：歯肉が下がってきました。どんな原因が考えられますか？ 

A：一般に歯茎（歯肉）が下がってくる疾患で多いのが、歯周病です。この疾患の厄介なと

ころは、膿が出るほど炎症が進行しているのに、ほとんど痛みが無く「痛くないから病気

じゃない」と勘違いして、歯がグラグラしてきてから気が付くということです。 

 歯は歯茎と顎の骨で支えられていますが、歯垢の中の歯周病菌が出す毒素によって、歯

肉炎が生じることで骨が溶けてしまい、それにしたがって歯茎も下がってきて、歯の根っ

こが見えるようになります。 

 歯周病になると歯が抜けると言われているだけでしたが、現在ではこの長期間の慢性炎

症から体のさまざな病気（狭心症・糖尿病・早産・認知症・動脈硬化・癌・骨粗鬆症）に

関わっているのではないかと言われるまでになっています。個人的意見ではありますが、

風邪と同じく「万病の元」と言えると思います。 

お問い合せ先：健康ふじみ 21 歯の健康推進チーム事務局住民福祉課 保健予防係（保健セ

ンター内）、電話番号：62-9134 

消費者見守り情報 No.21 

訪問買い取りに気をつけて！ 

 「不用品を買い取る」などと電話があり、そのつもりで来訪を承諾したのに、実際は当

初の話にはなかった貴金属の買い取りを持ちかけられるという、訪問買い取りの相談が寄

せられています。訪問中、目を離した隙にアクセサリーを壊され、「壊れているから使えま

せんね」などと言われ、無理やり安く買い取られたなどといった強引なケースもあります。 

 訪問買い取りについては、法改正がされようとしていますが、現行法ではクーリング・

オフの制度はありません。 



 買い取られた商品は、あとで返品要求しても、さまざまな理由をつけられて取り戻せな

いことがほとんどです。 

 買い取ってもらうつもりがないときは、きっぱり断りましょう。困ったときは、最寄り

の消費生活センター等にご相談ください。 

相談：住民福祉課 住民係、電話番号：62-9112、松本消費生活センター、電話番号：

0263-35-1556 

住民だより 8月 

7月 15日～8月 14日の届出〈敬称略〉 

出生・転入・転居は 14 日以内に死亡は 7 日以内に届出を 

結婚おめでとう 

氏名 出身地 

・ 矢澤稔 富士見 

小林彩香 瀬沢新田 

・ 久保田友彦 瀬沢新田 

原山ちづる 神奈川県 

・ 小林嘉彦 御射山神戸 

青沼和佐 御射山神戸 

・ 小林亮平 富士見 

坂本萌 御射山神戸 

・ 田口義兼 瀬沢新田 

細川さおり 若宮 

出生おめでとう 

氏名 父の名 母の名 区名 

・ 中島麻陽（なかじまあさひ） 健晴 友香 富士見 

・ 小松美紗葵（こまつみさき） 光徳 和美 栗生 

・ 小池優愛（こいけゆな） 裕成 絵理 富士見台 

・ 五味夢夏（ごみゆめか） 和哉 千恵 机 

おくやみ申し上げます 

氏名 年齢 世帯主 区名 

・ 樋口逸人 69 歳 逸人 木之間 

・ 小松みつゑ 87 歳 一廣 栗生 

・ 五味のぶ子 94 歳 利秀 乙事 

・ 小林みさ 64 歳 利幸 御射山神戸 

・ 植松ツギ子 89 歳 憲一 富里 



・ 北原はつみ 85 歳 はつみ 立沢 

・ 名取和子 60 歳 安行 瀬沢新田 

・ 伊藤たけ子 85 歳 俊勝 南原山 

・ 清水勇 86 歳 勇 富里 

・ 功力久江 87 歳 久江 富里 

・ 小池登志美 97 歳 登志美 立沢 

・ 齋藤榮 80 歳 榮 桜ヶ丘 

・ 折井廣 74 歳 廣 富士見ヶ丘 

・ 坂本平 66 歳 平 瀬沢 

9月の納税等 

・ 国民健康保険料 

・ 後期高齢者医療保険料 

・ 保育料 

・ 上下水道使用料 

・ 住宅使用料 

納期限・振替日は 10月 1日（月曜日）です 

※毎週火曜日は午後 7 時まで夜間納税窓口を開設しています。ご利用ください。 

お問い合せ先：財務課 収納係、電話番号：62-9123 

くらしのガイド 9月（9月 1日～10月 10日） 

※10 月の内容は次号と重複する場合があります 

休日当番医・薬局（9月分） 

期日 当番医 当番薬局 

・ 2 日（日曜日） 高原病院、電話番号：62-3030 ヤジマ薬局、電話番号：72-2342 

・ 9 日（日曜日） 高原病院、電話番号：62-3030 ピアみどりフジモリ薬局、電話番号：

82-1288 

・ 16 日（日曜日） 高原病院、電話番号：62-3030 アイン本町西薬局、電話番号：82-3660 

・ 17 日（月曜日） 高原病院、電話番号：62-3030 長峰ファミリー薬局、電話番号：

71-2555 

・ 22 日（土曜日） 高原病院、電話番号：62-3030 リジョイス茅野薬局、電話番号：

82-1991 

・ 23 日（日曜日） やまびこクリニック、電話番号：61-2155 りんどう薬局、電話番

号：73-9285 



・ 30 日（日曜日） 高原病院、電話番号：62-3030 リジョイス茅野薬局、電話番号：

82-1991 

全町対象／燃えるごみの収集 

日時 

毎週月曜日 午前 9 時～11 時（祝日も実施） 

場所 

役場裏駐車場（第 2 体育館駐車場） 

粗大ごみの収集 

・ 9 月 24 日（月曜日）立沢・瀬沢新田・桜ヶ丘 

・ 10 月 1 日（月曜日）乙事・小六・高森・烏帽子・富士見高原ペンション 

資源物の収集 

・ 9 月 6 日（木曜日）本郷・落合・境地区 

・ 9 月 20 日（木曜日）富士見地区 

・ 10 月 4 日（木曜日）本郷・落合・境地区 

※容器包装・その他プラのみ 

・ 9 月 6 日（木曜日）富士見地区 

・ 9 月 20 日（木曜日）本郷・落合・境地区 

・ 10 月 4 日（木曜日）富士見地区 

水道指定給水装置工事事業者 土曜日・日曜日・祝日当番店 

月日 当番店 電話 

・ 9 月 1 日（土曜日） リビングクボタ 62-5391 

・ 9 月 2 日（日曜日） 富士見設備 62-2421 

・ 9 月 8 日（土曜日） 太陽住設 62-2093 

・ 9 月 9 日（日曜日） 山本管工事 64-2649 

・ 9 月 15 日（土曜日） 戸井口建設 65-3213 

・ 9 月 16 日（日曜日） 三善工業 66-2078 

・ 9 月 17 日（月曜日） 坂本鉄工所 62-2065 

・ 9 月 22 日（土曜日） 窪田設備 62-7004 

・ 9 月 23 日（日曜日） 窪田鉄工設備 62-3253 

・ 9 月 29 日（土曜日） エンドウ 62-5656 

・ 9 月 30 日（日曜日） リビングクボタ 62-5391 

役場窓口業務 延長日 

9 月 4 日（火曜日）・11 日（火曜日）・18 日（火曜日）・25 日（火曜日） 

10 月 2 日（火曜日）・10 月 9 日（火曜日） 

午後 5 時 15 分～午後 7 時 



相談・説明会 

相談・説明会名 日時 会場 

・ 結婚相談 9 月 11 日・9 月 25 日・10 月 9 日（火曜日）午後 1 時～午後 5 時 15 分 結

婚相談所（役場 4 階）、お問い合せ先：電話番号：62-7853 

・ 行政相談 9 月 21 日（金曜日）午前 9 時～正午 町民センター2 階、連絡先：相談委

員 雨宮正一、電話番号：62-3729、お問い合せ先：住民福祉課 住民係、電話番号：

62-9112 

・ 心配ごと相談 9 月 21 日（金曜日）午前 10 時～午後 3 時 町民センター2 階、お問い

合せ先：社会福祉協議会、電話番号：78-8988 

・ 子育て相談 9 月 21 日（金曜日）午前 9 時～午前 11 時 30 分 町民センター1 階、お

問い合せ先：子ども課 子ども支援係、電話番号：62-9233 

・ 出張年金相談 9 月 5 日（水曜日）・10 月 3 日（水曜日）、午前 10 時～午後 3 時 役場

3 階会議室 お問い合せ先：岡谷年金事務所、電話番号：23-3661 

・ シルバー人材センター入会説明会 9 月 12 日（水曜日）・10 月 10 日（水曜日）午後 2

時～ 茅野広域シルバー人材センター、お問い合せ先：電話番号：73-0224 

・ 女性のための悩み相談 一般相談電話受付（毎週火曜日～土曜日）、午前 8 時 30 分～

午後 5 時※金曜日のみ午後 9 時まで 県男女共同参画センター（岡谷市）、お問い合せ

先：電話番号：22-8822 

・ 多重債務無料相談 月曜日、午後 3時～午後 5時 諏訪在住会が指定する法律事務所、

お問い合せ先：長野県弁護士会諏訪在住会、電話番号：58-5628 

・ 諏訪法律相談（有料） 火・金曜日、午後 3 時～午後 5 時 諏訪在住会が指定する法

律事務所、お問い合せ先：長野県弁護士会諏訪在住会、電話番号：58-5628（10,500

円／1 時間） 

・ 多重債務相談 平日、午前 9 時～正午、午後 1 時～午後 4 時 30 分 財務省関東財務局

長野財務事務所、お問い合せ先：電話番号：026-234-5123 

スポーツスケジュール 

お問い合せ先：生涯学習課 社会体育係、電話番号：62-2400、ファックス：62-6483 

日時 事業名 会場 

9 月 2 日・9 日（日曜日）午後 5 時～ 小学生野球教室(9)(10)  町民広場野球場（雨天：

海洋センター） 

9 月 6 日・20 日（木曜日）、10 月 4 日（木曜日）午前 10 時～ 地域スポーツクラブ事業「げ

んき塾」 町民センター 

9 月 13 日・27 日（木曜日）午前 10 時～ 地域スポーツクラブ事業「ストレッチの集い」 

町民センター 

9 月 14 日・28 日（金曜日）午後 7 時～ 地域スポーツクラブ事業「すくすくスポーツデー」 

町民センター 



9 月 15 日（木曜日）午後 8 時～受付 第 27 回町民マレットゴルフ大会 町民広場マレッ

トゴルフ場 

9 月 22 日（土曜日）午前 9 時 45 分～午後 2 時 30 分 地域スポーツクラブ事業「不動清水・

盃流し・創造の森めぐり」 八峯苑鹿の湯、駐車場集合 

9 月 28 日（金曜日）午後 7 時 30 分～ フリースポーツデー 町民センター 

10 月 10 日（水曜日）午後 7 時～ 体育施設利用者会議 町民センター 

主な行事 

日時 行事名 会場 

・ 9 月 21 日（金曜日）午前 10 時 30 分～ 第 48 回富士見町戦没者追悼式 富士見グリ

ーンカルチャーセンター 

町民友好のバス」参加者募集 

日本一の夕日の町「西伊豆町」 新鮮な海の幸、蘭の花々など～魅力満載の旅～ 

お申込み・お問い合せ先：総務課  企画統計係、電話番号 62-9332、E-Mail：

kikakutoukei@town.fujimi.lg.jp 

 町では、姉妹町である静岡県西伊豆町への「町民友好のバス」の参加者を募集していま

す。西伊豆町では「らんの里堂ヶ島見学」「遊覧船ジオクルーズ」「堂ヶ島公園ジオガイド

ツアー」「東福寺の五百羅漢見学」「カツオぶし削り体験」等を予定しています。 

 食事は、新鮮な海の幸を存分に満喫できます。富士見町とは、違う海の町ならではの魅

力満載の西伊豆町の旅に、ぜひご参加ください。 

期日 

9 月 27 日（木曜日）・28 日（金曜日） 

対象 

18 歳以上の町民 

参加費 

ひとり 15,000 円 

募集人員 

30 名(定員になり次第締切) 

· 参加者には「旅のご案内」を送付します。 

· 宿泊施設はホテルを予定しています。 

· 行程は天候により変わる可能性があります。 

姉妹町 西伊豆だより 

夕陽の「トップシーズン」を楽しむ― ９月９日（日曜日）夕映えの響き― 



 今年も「夕映えの響き」の季節がやって来ました。恒例となったクリスタルビーチ（西

伊豆町宇久須）特設ステージでの夕陽コンサートには、歌手の太田裕美さんとばんばひろ

ふみさんをお招きし、夕景と潮騒をバックに熱唱していただきます。日本一の夕陽とお気

に入りの音楽を同時に楽しめる「癒しのひととき」を演出します。 

 また、9 月 10 日（月曜日）から 14 日（金曜日）までの 5 日間を「サンセットウィーク」

とし、西伊豆町内のサンセットウィーク加盟店（宿泊施設、観光施設、お食事処）でお得

にご利用いただけるキャンペーンを行います。 

 西伊豆町の夕陽は、四季折々に魅力を感じることができますが、秋分の日前後が最も美

しいとされ、その夕景を目当てに訪れる観光客もいるほどです。クリスタルビーチの他に

も、たくさんの夕陽ビュースポットがありますので、富士見町の皆さんもぜひお越しくだ

さい。 

「夕映えの響き」「サンセットウィーク」についてのお問い合わせ：西伊豆町観光協会・堂

ヶ島観光案内所、電話番号：0558-52-1268、宇久須観光案内所、電話番号：0558-55-0412 

富士見町民憲章 

わたくしたちは、秀麗富士を望み、雄大な八ヶ岳と眺望豊かな入笠山にいだかれた 

高原の町、富士見町民です。この限りなく美しく、厳しい自然の中に住むわたくしたちは

先人の心を受けつぎ、自然を愛し、豊かな調和のとれた田園の町の発展をめざして、この

町民憲章をかかげます。 

・ 一 かけがえのない自然を守り、育てていく町民となろう。 

・ 一 心身を鍛え、明るく健康な町民となろう。 

・ 一 教養を高め、香り高い文化を創造する町民となろう。 

・ 一 仕事に誇りを持ち、産業の発展につくす町民となろう。 

・ 一 思いやりの輪をひろげ、住みよい郷土をつくる町民となろう。 

News Fujimi 

まちの「話題」や「イベント」をご紹介します 

第 29回富士見 OKKOHの熱気!! 

「笑顔と元気を富士見から」 

 第 29 回富士見 OKKOH が、熱気に包まれたまま幕を閉じてから、早一月が経ちました。

幸い天気にも恵まれ、富士見町の短い夏の一日を、皆さんで熱く過ごしたことかと思いま

す。お祭り一日を通して、まったく雨が降らなかったのは数年ぶりのことでした。まさに、

この町を包んだ皆さんの「熱気」が雨雲を吹き飛ばしたのでしょう。 

 今年は前年から場所が変わり、コミュ二ティ・プラザ周辺をメイン会場にして行われま



した。当初は、全体的に少し狭い印象もあり、実行委員会内でも心配されていました。し

かし、参加してくださった皆さんのご協力もあり、大きな事故もなく無事に、そして盛大

にお祭りが終了しました。初めての場所で、慣れない準備や作業、また、当日の運営で緊

張していたスタッフの皆さんも、フィナーレの花火を見る頃には、「祭りをやり抜いた安堵

感と充実感」に包まれていました。（どっと、疲れも出ていた様子ですが…） 

 「初めての開催場所」と申し上げましたが、実はこの場所で過去に一度、開催する計画

があったことをご存じだったでしょうか？6 年前の第 23 回富士見オッコーは、ここコミュ

二ティ・プラザ周辺で計画されていました。当時の商工会青年部の皆さんが、準備万端に

整えながらも諸事情により開催 1 週間前、中止を決断した「幻のオッコー祭り」が今年、

時を経て現実のものになったのです。当時のスタッフの皆さんが、「どんな思いで今回の祭

りを見ていたのか」そのことを考えると、このオッコー祭りが富士見町にとって、いかに

「大切な宝物」であるかを改めて感じます。 

 さて、その富士見オッコーも来年で第 30 回を迎えます。その記念すべき年に向けて「自

分たちにどんなことができるか、そして、どんな形で皆さんに元気を与えられるか」、商工

会青年部の皆さんは、すでに動き出しています。楽しみに待っていてください！ 

 「笑顔と元気を富士見から」。昨年と同じテーマで挑んだ、商工会青年部の皆さん。少し

でも震災復興に役立てたいと、東北地方の物産販売や被災地の特産品が当たる抽選会も行

いました。 

 今年の夏、「富士見町」を、そして「東北地方」を元気にできた「富士見ＯＫＫＯＨ」で

した。 

 お祭りにご協力、後援してくださった各団体、企業などの皆さま、本当にありがとうご

ざいました。また、来年の第 30 回富士見オッコーでお会いしましょう！ 

富士見 OKKOH 実行委員会一同 

富士見の景観 

ぐんぐん育つ「生きている化石」って… 

 境小学校の、校舎前植え込みの中に「メタセコイア」がある。目通り 253、高さは 30ｍ

ほど。樹齢は、およそ 60～70 年くらい。庭には、色々な種類の植物が植えられていて、そ

の中で周囲を見下ろすように、ひときわ高く立っている。 

 幹は赤褐色で、何本もくぼみがある。根元から 3ｍ位までには淡白緑の地衣類が付いてい

る。成長が早いからか、てっぺんは切られているが、真っすぐに伸びていて樹の勢いは強

い。【樹木選定・評価 加々見一郎氏】 

メタセコイア【学名：Metasequoiaglyptostroboides】和名：アケボノスギ（曙杉）。 

スギ科メタセコイア属の落葉高木。雌雄同株。小枝とともに落葉し越冬します。「セコイヤ」

や「ヌマスギ」の化石といくつかの点で異なる特徴を持つことが、三木茂博士によって発



見されて「メタセコイア」と命名され、学名登録されました。和名が付けられていますが、

あまり使われず、属名をそのまま読んで呼ばれることが多いようです。 

 メタセコイアの化石は、日本各地からも発見されていましたが、そののち 1940 年代に中

国四川省で、生きているものが発見されてからは、その名が広く知られるようになりまし

た。化石発見の先に現存することが確認されたので「生きている化石」とよばれることも

多いようです。従来アメリカに現存する、スギ科の常緑樹の「セコイア」は、カリフォル

ニア州の国立公園には、直径が 10ｍに達するものもあるようです。 

お問い合せ先：富士見町役場 建設課 都市計画管理係、電話番号：62‐9216 

「広報ふじみ」、町ホームページの「町民のページ」で有料広告を募集していま

す。詳しくは、 http://www.town.fujimi.lg.jp/index3.html の「新着情報の一覧を

見る」をご覧下さい。 

広告媒体：広報ふじみ 

単位等：下 1 段（縦 50 ミリメートル、横 175 ミリメートル） 

広告料：1 回 5,000 円 

広告媒体：町のホームページ（町民のページ） 

単位等：トップページ（縦 60 ピクセル、横 150 ピクセル） 

広告料：月額 5,000 円 

町の人口と世帯数 

平成 24 年 8 月 1 日現在（前月比） 

※8 月 1 日から外国人住民も住民基本台帳に含みます。 

住民基本台帳人口 

男性：7,536 人（＋57） 

女性：7,842 人（＋122） 

合計：15,378 人（＋179） 

世帯：5,730 世帯（＋104） 

発行日 

平成 24 年 9 月 1 日 

編集・発行 

http://www.town.fujimi.lg.jp/index3.html


富士見町役場 総務課 

〒399-0292 長野県諏訪郡富士見町落合 10,777 

TEL：0266-62-2250（代表） 

FAX：0266-62-4481 

ホームページ 

http://www.town.fujimi.lg.jp 

E メール fujimi@town.fujimi.lg.jp 

印刷 

富士見印刷 

休日・夜間の緊急医電話番号案内 

長野県救急医療情報センター 

TEL：0120-890-422 

 

http://www.town.fujimi.lg.jp/
fujimi@town.fujimi.lg.jp

